
 

 
 

  
令和７年１月 21 日 
消 防 庁 

 

消防団員の確保に向けたマニュアルの作成 

 
 消防庁では、減少が続く消防団員の更なる確保に向け、女性や若年層をはじめとす

る幅広い住民の入団促進に向けた｢消防団員の確保に向けたマニュアル｣を作成しま

した。 

＜背景及び目的＞ 

令和６年能登半島地震等においては、自らが被災しながらも、発災直後から火災現

場における消火や倒壊家屋からの救助、避難所運営の支援、行方不明者の捜索などの

活動を懸命に取り組んでいただきました。 

こうした大規模災害になればなるほど、地域に密着した消防団の力が重要とされる

中、依然として団員減少は続いており、地域防災力の低下が懸念され、消防団員の更

なる確保が不可欠となります。 

  そこで、地方公共団体及び消防団が抱える問題解決の糸口となるよう、活用してい

ただくことを目的として、各地域の優良事例を取り上げ、団員確保につながるノウハ

ウについて下記９つのポイントに分け記載した、消防庁として初のマニュアルを作成

しました。（詳細は別紙参照） 

記 

１．＜消防団の魅力発信のポイント＞ 

 ①地域の現状を把握する 

   ②消防団の魅力を明確化する 

   ③認知度や関心度を高める 

２．＜新規団員確保に向けた働きかけのポイント＞ 

   ④機能別団員・機能別分団制度を活用する 

   ⑤事業所との連携 

   ⑥大学等との連携 

   ⑦地域との連携 

３．＜働き方改革などの環境づくりのポイント＞ 

   ⑧消防団の負担軽減等の働き方改革を進める 

   ⑨ハード面等の環境整備を進める 

 

【参考】当該マニュアルは、消防庁消防団オフィシャルウェブサイトにて掲載します。 

https://www.fdma.go.jp/relocation/syobodan/data/policy/member-manual/ 
＜問合せ先＞ 

  消防庁国民保護・防災部地域防災室 

 川﨑課長補佐、山下係長、碓井官、水野（泰）官 

 TEL：03-5253-7561 

 E-mail：syobodan_atmark_ml.soumu.go.jp 

※スパムメール対策のため、「@」を「_atmark_」と表示して 

おります。送信の際には、「@」に変更してください。 

新しくX（旧Twitter）アカウント
「消防団広報＠総務省消防庁」
（@FDMA_SYOBODAN）
を開設しました！
全国の消防団に関する広報活動
について情報発信します！

「 #消防団広報」



消防団員の確保に向けたマニュアル
○ 消防団員の確保につながるノウハウを９つのポイントに分け、各地域の優良事例を多数取り上げ、自治体が取り入れ
やすいよう体系的に掲載した消防庁としてお示しする初のマニュアル。

○ 消防団の魅力発信をはじめ、新規団員の確保策、現役団員の負担軽減や女性などが活躍できる環境づくりなどを
通じた消防団の充実強化につながる手法を紹介。

○ 今後、各消防本部をはじめとする地方公共団体にお示しし、消防団員の確保に向けた取組を更に強化。

各ポイントの主な内容

消防団の魅力発信のポイント

① 地域の現状を把握する
• 消防団員・地域住民へのアンケートなどを活用した各地域の現状把握

③ 認知度や関心度を高める
• イベントやSNS等の様々なツールの積極的な活用

新規団員確保に向けた働きかけのポイント

⑤ 事業所との連携
• 農業や建設業など、地域に密着した事業所へのアプローチ手法
• 消防団に協力する事業所のメリット（入札参加資格などの優遇措置、
表彰制度、イメージアップ等）

⑥ 大学等との連携
• 看護学生や公務員志望の学生が多い学科など、消防団と親和性の
ある大学等へのアプローチ手法
• 学生が入団するメリット（就職活動時のアピール材料、幅広い世代と
の交流等）

⑦ 地域との連携
• 学校などの教育機関やコミュニティスクール、少年消防クラブ等と連携
した防災教育・訓練

• 自治会などの地域コミュニティ、防災士などの地域を支える様々な主体
との連携

働き方改革などの環境づくりのポイント

⑨ ハード面等の環境整備を進める
• 詰所における女性用トイレ・更衣室の整備、子育て世代に向けた
託児サービスの提供、小型・軽量化された車両・資機材の整備など、
全ての団員が活動しやすい環境づくり

② 消防団の魅力を明確化する
• 地域貢献、防災等に関する知識・スキルの習得、ドローン等の操縦技術
や準中型免許等の資格取得、様々な職種・世代との交流等

⑧ 消防団の負担軽減等の働き方改革を進める
• 活動の効率化につながるアプリ等のデジタル技術の活用

• 操法大会や訓練等について、家庭や仕事の状況等に配慮した見直しや、
参加の任意性の確保等による負担軽減策

• 世代を超えてフラットな立場で意見を出し合える風通しの良い組織づくり

• 女性団員が主体となった活動チームの結成や女性幹部の登用等に
よる女性が活躍できる環境づくり

④ 機能別団員・機能別分団制度を活用する
• 地域の実情や個人の特性に応じた機能別団員・機能別分団の検討
（消防職団員・関係機関のOBや学生の活用、ドローン、重機、バイク等
の技能を活かす活動等）
• 機能別団員・機能別分団を導入する際の検討プロセス、注意点などの
具体的手法

別紙
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